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佐用日本語学校 学則 
第１章 総 則 

(目的)  

第１条 本校は、佐用日本語学校の学びの精神に基づき、日本語教育を通して地域社会と共

生でき、日本の文化や社会を理解しながらも国際社会において貢献できる、多文化共生社会

を担って立つ人材の育成を目指す。 

２ 本校は、地域社会と密接に関わりながら学習し生活する留学生が、地域の中で豊かな人

間関係を築くのに必要なコミュニケーション力を身に着け、多文化共生社会の実現を担う人

材となるよう育成することを目的とする。 

 

(名称)  

第２条 本校は、佐用日本語学校という。  

 

(位置)  

第３条 本校は、兵庫県佐用郡佐用町久崎50番地に置く。  

 

(自己点検・評価) 

第４条 本校は、教育の一層の充実を図り、本校の目的及び社会的使命を達成するため、教

育活動等の状況について自ら点検及び評価を行う。 

２ 前項の点検及び評価の実施に関し必要な事項は、別に定める。 

 

第２章 課程、修業期間、収容定員及び休業日  

(課程･修業期間･収容定員)  

第５条 本校の課程、修業期間、収容定員及びクラス数は、次のとおりとする。  

課程名 修業期間 収容定員 クラス数 備考 

大学・専門学校進学 

２年課程 

２年 ６０名 ３クラス ４月生 

大学・専門学校進学 

１年６か月課程 

１年６か月 ４０名 ２クラス １０月生 

合計 １００名 ５クラス  

 

（始期･終期等)  

第６条 本校の各課程は、４月および１０月に始まり、３月に終わる。  

２ 前項の期間を分けて、次の学期とする。  

  ⑴ 第１学期   ４月～６月 

  ⑵ 第２学期   ７月～９月 

  ⑶ 第３学期   10月～12月 

  ⑷ 第４学期   １月～３月 

 



2 
 

（休業日）  

第７条 本校の休業日は、次のとおりとする。  

一 土曜日 

二 日曜日 

三 国民の祝日に関する法律で規定する休日 

四 春季休業（３月下旬から４月上旬までの２週間） 

五 夏季休業（８月上旬から８月下旬までの３週間） 

六 冬季休業（１２月下旬から１月上旬までの２週間） 

２ 教育上必要があり、やむを得ない事情があると校長が認めるときは、前項の規定にかか

わらず休業日に授業を行うことができる。 

３ 非常災害その他急迫の事情があると校長が認めるときは、臨時に授業を行わないことが

できる。 

（授業の終始時刻）  

第８条 授業の終始時刻は、次の表のとおりとする。  

午 

前 

の 

部 

 8:30～ 9:15 午 

後 

の 

部 

12:30～13:15 

 9:25～10:10 13:25～14:10 

10:20～11:05 14:20～15:05 

11:15～12:00 15:15～16:00 

 

第３章 教育課程、授業時数、学習の評価及び教職員組織  

（教育課程）  

第９条 本校の各課程別の教育課程及び授業時数は、次のとおりとする。ただし、ここにい

う授業時数の１単位時間は、45分とする。  

 

（１）大学・専門学校進学２年課程 

授業科目 到達目標 週当たり 

授業時数等 

初級Ⅰ

（A1） 

教室や日常生活など身近な場面で、簡単な日本語を聞いたり読

んだりし、基本的な情報を理解することができる。自分自身や

身近な事柄について、簡単な表現を用いて質問・応答、発表、

記述をすることができる。 

地域で安全に生活するための基本的ルールを理解し、指示に従

って行動することができる。 

週２０単位

時間 

計１９２単

位時間 

初級Ⅱ

（A2） 

日常生活や学校生活など身近な場面で、簡単な日本語を聞いた

り読んだりし、主要な内容や必要な情報を理解することができ

る。身近な話題について必要な情報を交換したり、自分の希望

や意見を伝えたりしながら経験を整理し、まとまりのある発表

や文章で表現することができる。 

週２０単位

時間 

計３８４単

位時間 
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中級

（B1） 

日常生活、学習、社会生活など身近な社会的話題について、説

明や会話、文章から要点や必要な情報を把握することができ

る。自分の意見や考えを理由や具体例とともに表現し、相手と

意見や情報を交換しながら、目的や聞き手を意識してまとまり

のある発表や文章を作ることができる。 

週２０単位

時間 

計３８４単

位時間 

中上級

（B2） 

社会、文化、学習などの具体的・抽象的な話題について、やや

複雑な話し言葉や文章から、主要な内容、論旨、情報の関係、

話し手・書き手の意図などを把握することができる。複数の情

報や意見を整理・比較した上で、自分の立場や考えを明確に示

し、理由や根拠を示しながら、相手や目的に応じて、比較的流

暢かつ論理的に意見交換、発表、記述をすることができる。 

週２０単位

時間 

計５７６単

位時間 

 

（２）大学・専門学校進学１年６か月課程 

授業科目 到達目標 週当たり 

授業時数等 

初級Ⅱ

（A2） 

日常生活や学校生活など身近な場面で、簡単な日本語を聞いた

り読んだりし、主要な内容や必要な情報を理解することができ

る。身近な話題について必要な情報を交換したり、自分の希望

や意見を伝えたりしながら経験を整理し、まとまりのある発表

や文章で表現することができる。 

週２０単位

時間 

計１９２単

位時間 

中級

（B1） 

日常生活、学習、社会生活など身近な社会的話題について、説

明や会話、文章から要点や必要な情報を把握することができ

る。自分の意見や考えを理由や具体例とともに表現し、相手と

意見や情報を交換しながら、目的や聞き手を意識してまとまり

のある発表や文章を作ることができる。 

週２０単位

時間 

計３８４単

位時間 

中上級

（B2） 

社会、文化、学習などの具体的・抽象的な話題について、やや

複雑な話し言葉や文章から、主要な内容、論旨、情報の関係、

話し手・書き手の意図などを把握することができる。複数の情

報や意見を整理・比較した上で、自分の立場や考えを明確に示

し、理由や根拠を示しながら、相手や目的に応じて、比較的流

暢かつ論理的に意見交換、発表、記述をすることができる。 

週２０単位

時間 

計５７６単

位時間 

 

（学習の評価）  

第１０条 学習の評価は、試験の成績、出席状況、学習への取り組み等を総合的に判断し、各科

目における形成的評価の平均点、総括的評価の平均点を100点換算して、Ａ（100点～85点）Ｂ（84

点～70点）Ｃ（69点～55点）Ｄ（54点以下）の４段階評価とする。  

 

（教職員組織）  

第１１条 本校に次の教職員を置く。  
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一 校長 

二 副校長 

三 主任教員（専任教員の中から選任） 

四 教員５人以上（本務等教員 ３人以上） 

五 生活指導担当者１人以上（教員又は事務職員の中から選任） 

六 事務職員１人以上（うち１人は事務を統括する職員） 

２ 前項のほか、必要に応じて職員を置くことができる。 

３ 校長は校務をつかさどり、所属職員を監督する。 

４ 校長は、各学期に最低１回以上、教職員全体による会議を設け、学習及び生活状況等を        

検討する。 

５ 副校長は校長を補佐し、校長に事故ある時は校務を代理する。 

６ 主任教員は教務の責任者として全課程を統括する。 

 

第４章 入学、休学、退学、転学、卒業及び賞罰  

（入学資格）  

第１２条 本校への入学資格は、次の各号のいずれにも該当する者とする。 

一 １２年以上の学校教育又はこれに準ずる課程を修了している者 

二 年齢が１８歳以上の者 

三 正当な手続により日本国への入国を許可され、又は許可される見込みのある者 

四 信頼のおける保証人を有する者 

五 大学・専門学校進学２年課程については、日本語を１５０時間以上履修し、日本語教育

の参照枠における A1（日本語能力 N5程度以上）以上の日本語能力を有する者 

六 大学・専門学校進学１年６か月課程については日本語を３００時間以上履修し、日本語

教育の参照枠における A2（日本語能力 N4程度以上）以上の日本語能力を有する者 

七 過去に日本での不法滞在歴・犯罪歴（親戚を含む）を有しない者 

２ 在留資格に問題がない者については、前項の規定にかかわらず、校長は入学を許可する

ことができる。 

 

（入学時期）  

第１３条 本校への入学時期は、毎年４月及び１０月の年２回とする。  

 

（入学手続）  

第１４条 本校への入学手続は、次のとおりとする。 

一 本校に入学を志願する者は、本校所定の入学願書その他必要書類に必要事項を記載し、第２

１条に定める選考料を添えて、指定期日までに出願しなければならない。 

二 前号の手続を完了した者に対して選考を行い、入学者を決定する。 

三 入学を許可された者は、指定期日までに第２１条に定める入学金を納付し、必要書類を提出

して入学手続を完了しなければならない。  

四 所定の期間までに手続きを行なわない者は入学を認めない。 
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（休学及び復学）  

第１５条 学生が疾病その他やむを得ない事由により１０日以上休学しようとするときは、その

事由及び期間を記載した休学願に診断書その他必要書類を添えて申請し、校長の許可を受けなけ

ればならない。 

２ 休学した者が復学しようとするときは、その旨を校長に届け出て、許可を受けなければなら

ない。 

３ 校長は、疾病その他の理由により修学が適当でないと認められる学生に対し、休学を命ずる

ことができる。 

４ 休学中の学生は、その期間中、授業及び試験を受けることができない。 

５ 休学期間を延長する必要が生じた場合は、当初許可された期間の終了前日までに届け出て、

校長の許可を受けなければならない。 

 

（公欠） 

第１６条 本校の学生が、次に該当する事由により授業に出席できない場合、所定の手続き

を行なうことにより、校長の判断によって、授業を欠席したものとして取り扱わないこと

ができる。 

 一 災害等により通学が著しく困難であると認められる場合 

 二 学生が本校の代表として、学校が特別に認める行事、大会等に参加する場合 

 三 進学のための受験の日は、試験当日の該当機関（移動時間も含む）に限り公欠とする 

 四 その他、校長が必要と認める場合 

 

（退学及び転学）  

第１７条 退学又は転学を希望する者は、その事由を記載した退学届又は転学届を提出し、校長

の許可を受けなければならない。 

２ 転学は、災害その他緊急時を除き、原則として認めない。 

３ 転入学は、本校の定める入学資格を有する者で、かつ欠員がある場合に限り、選考の上、校

長が許可することがある。 

 

（修了及び卒業の認定）  

第１８条 校長は、教育課程に定める各授業科目について第１０条の評価を行い、所定の基準を

満たした者に対し、当該科目の修了を認定する。 

２ 所定の日本語教育課程の受講期間を満たし、総授業時数の出席割合が80％以上であり、かつ

最終成績評価が原則として全科目Ｃ以上の者に対して修了を認める。 

３ 校長は、本校所定の課程を修了した者に対して卒業証書を授与する。 

４ 教育上特に必要があると認める場合、校長は補充課題及び補充評価を行うことができる。 

対象者、方法、時期その他必要な事項は、別に定める。 
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（褒賞）  

第１９条 校長は、成績優秀かつ他の学生の模範となる者に対し、褒賞を与えることができる。  

 

（懲戒処分）  

第２０条 学生が本学則その他本校の定める諸規程に違反し、学生としての本分に反する行為を

したときは、校長は懲戒処分を行うことができる。 

２ 懲戒処分の種類は、訓告、停学、退学及び除籍の４種とする。 

３ 除籍は、次の各号のいずれかに該当する場合に限り行う。 

一 素行不良で改善の見込みがないと認められる者 

二 学力劣等で修学継続の見込みがないと認められる者 

三 正当な理由なく出席が著しく不良な者 

四 学校の秩序を乱し、学生としての本分に著しく反した者  

 

第５章 学生納付金  

（学生納付金）  

第２１条 本校の学生納付金は、別表に定めるとおりとする。  

 選考料 入学金 授業料 
その他 

納付金 
計 

大学・専門学校進

学2年課程 

1年目 30,000円 80,000円 640,000円 64,000円 814,000円 

2年目   640,000円 64,000円 704,000円 

大学・専門学校進

学1年6か月課程 

1年目 30,000円 80,000円 640,000円 64,000円 814,000円 

2年目   320,000円 39,500円 359,500円 

 

（納入）  

第２２条 学生は、本校在籍中、出席の有無にかかわらず、所定の期日までに授業料を納入しな

ければならない。 

２ 授業料は申請学期の初日から計算し、自己都合により入学が遅れた場合でも授業料の振

替又は免除は行わない。 

３ 休学中の授業料についても同様とする。 

 

（滞納）  

第２３条 学生が正当な理由なく授業料を１学期以上滞納し、かつ納入の見込みがないと認めら

れるときは、校長は除籍処分とすることができる。 

  

（学生納付金の返還）  

第２４条 既納の学生納付金は、原則として返還しない。 

２ ただし、別に定める規程に基づき、やむを得ない事情がある場合は、納付金の一部を返

還することがある。 

３ 返還手続及び必要書類については別に定める。既に納入した学生納付金は、原則として

返還しない。  
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第６章 雑 則  

（学生証） 

第２５条 入本校は、入学時に学生証を発行する。学生証は在学中、身分を証明するものであり、

常に携帯しなければならない。 

 

（寄宿舎）  

第２６条 寄宿舎に関する事項は、別に定める。  

 

（健康診断）  

第２７条 本校に入学する学生は、入学時に母国における健康診断書を提出しなければなら

ない。 

２ 在学中は、年1回健康診断を実施する。 

 

（安全管理） 

第２８条 本校は、学生及び教職員の安全確保のため、安全管理体制を整備し、災害・事故

等への対応手順を定める。 

 

（ハラスメントの防止） 

第２９条 本校は、あらゆるハラスメントを防止し、相談及び救済の体制を整備する。 

 

（細則）  

第３０条 本学則の施行に関し必要な細則は、校長が別に定める。 

  

附 則  

１ この学則は、平成３０年１０月１日から施行する。 

２ この学則の改正は、令和４年１０月 1日から施行する。 

３ この学則の改正は、令和９年４月 1日から施行する。  
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学生納付金返還規程 

（目的） 

第１条 本規程は、佐用日本語学校学則第２４条に基づき、学生納付金の返還に関する必要

事項を定めることを目的とする。 

（返還の原則） 

第２条 既に納入した学生納付金は、原則として返還しない。ただし、次条に定める場合は

この限りではない。 

（返還対象） 

第３条 次の各号のいずれかに該当する場合は、所定の手続により納付金の一部を返還する

ことができる。 

１ 入学者選考において不合格となった場合（選考料は返還しない） 

２ 在留資格認定証明書交付後、入学しなかった場合（選考料及び入学金を除く） 

３ 入国査証が発給されなかった場合（選考料及び入学金を除く） 

４ 査証取得後、来日前に入学を辞退した場合（選考料及び入学金を除く） 

５ 入学後に帰国のため中途退学した場合（以下第４条基準による） 

 

（返還する納付金） 

第４条 以下の場合は、学生納付金の一部を返還することができる。 

（１） 入学者選考において不合格の場合：選考料は返還しない。 

（２） 在留資格認定証明書が交付され、入学許可証を交付したにも関わらず、入学しなか

った場合：選考料、入学金以外の納付金を返還する。 

     但し、在留資格認定証明書と入学許可証の返却を条件とする。 

（３） 在外日本大使館・領事館にて入国査証が発給されなかった場合：選考料、入学金以

外の納付金を返還する。 

 但し、入学許可証の返却と在外日本大使館・領事館において入国査証が発給され

  なかった事の確認を条件とする。 

（４） 入国査証を取得したが、来日以前に入学をキャンセルした場合：選考料、入学金以

外の納付金を返還する。 

 但し、入学許可証の返却と入国査証の失効確認を条件とする。 

（５） 授業料を納付し入学後、１年目で中途退学する場合：選考料、入学金は返還しない。

授業料も原則として返還しない。 

    但し学生が帰国する場合、一部の授業料を以下の通り返還する。 

 入学後１か月以内に退学し帰国する学生：９か月分の授業料のみ返還する。 

 入学後２か月～３か月以内に退学し帰国する学生：６か月分の授業料のみ返還する。 

 入学後４か月～６か月以内に退学し帰国する学生：３か月分の授業料のみ返還する。 

 入学後７か月～９か月以内に退学し帰国する学生：授業料の返還はしない。 

（６） ２年目で中途退学する場合：学生が既に納めた授業料のうち、退学日の翌月分から

の授業料のみ返還する。 

（７） 授業開始日より来日が遅れた場合：受講できなかった期間の授業料は返還しない。 
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２ 前項の手続きをする場合には、次の必要書類のうち、必要とされるものを本学に提 

出又は提示するものとする。 

（１） 納付金の領収書 

（２） 事情説明書 

（３） 未使用の「在留資格認定証明書」（現地大使館等にてビザ不交付の場合を除く） 

（４） パスポートの写し 

（５） その他本校が必要と判断し、提出または提示を求めたもの 

 

（返還手続） 

第５条 返還を希望する者は、所定の申請書及び学校が指定する書類を提出しなければなら

ない。必要書類がそろっていない場合や事情説明書の内容が十分でない場合には、納付金を

返還できないこともある。 

 

（返還の決定） 

第６条 返還の可否及び金額は、校長が審査の上決定する。 
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ハラスメント防止規程 

（目的） 

第１条 本規程は、学習及び就労環境におけるハラスメントの防止及び対応を定める。 

（禁止事項） 

第２条 セクシュアルハラスメント、パワーハラスメント、差別的言動その他の人権侵害行

為を禁止する。 

（相談体制） 

第３条 本校は、ハラスメントに関する相談窓口を設置する。 

（対応措置） 

第４条 相談を受けた場合、事実確認を行い、必要な措置を講ずる。 
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安全管理規程 

（目的） 

第１条 本規程は、学生及び教職員の安全確保を目的とする。 

（安全管理体制） 

第２条 本校は、防災・防犯体制を整備する。 

（緊急時対応） 

第３条 災害・事故発生時の対応手順を定め、学生及び教職員へ周知する。 

（訓練） 

第４条 本校は、定期的に避難訓練等を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
佐用日本語学校 寮則 

2026年 4 学期より適用 

第 1章 総則 

本規則は、佐用日本語学校の寮において、秩序ある共同生活を維持するために必要な規則を定め、これを

入寮者が守り、快適な寮生活を営んでいくことを目的とする。本建物は寮として賃貸利用しているので、

決められた下の規律をよく守ること。 

 

第 2章 施設の管理 

第 1条 寮内に備えられた施設や電子製品は、外部に移動不可であり、毀損した場合 

     これを弁償しなければならない。 

第 2条  入室者の不注意により、寮内のドア・階段・壁・窓・カーテンなどを破損した場 

合は、相当する損害賠償を請求する。 

第 3条 トイレ、流し台などの配管の問題は、入室後から入室者の責任で修理をする。 

第 4条 個人所有の物品は、本人の責任の下に保管管理しなければならず、紛失毀損時に   

は寮では一切の責任を負わない。 

第 5条 部屋は各自責任をもって清潔に掃除すること。また、台所やトイレ、洗濯機など 

の共用部分も各階で責任をもって清掃・管理すること。 

第 6条     学校側から各部屋に支給される鍵の管理責任は個人にある。 鍵の紛失/交換に伴 

う費用は実費を個人が負担する。 

 

第 3章 部屋利用について 

第１条 寮の部屋割り当ては佐用日本語学校の全権による。入室者は割り当てられた 

部屋を任意に変更することはできない。 

第２条 部外者の宿泊は禁止する。例外的に、家族など近親者が宿泊をする場合、学校に事前の届出をし

なければならない。また、外泊をする場合も学校に事前の届け出をしなければならない。 

第３条 異性の居住者がいる寮への入室を固く禁止する。 

 

第 4章 秩序維持   寮内秩序維持のために、以下の事項を遵守すること。 

第 1条 寮では静粛に生活すること。特に、夜 9時以降は窓を閉め、話し声、テレビ等の         

音、洗濯機の騒音などを出さないようくれぐれも注意すること。 

（日本人は騒音問題を警察に申告することが多いため特に注意すること。） 

第 2条 寮内に危険物を持ち込むことを禁止する。 

第 3条 寮内での落書きや不法広告物の流入配布を禁止する。 



第 4条 寮内でギャンブル、暴行、窃盗などの犯罪が発覚した場合、厳罰に処す。 

第 5条 施設の任意の移動、変形、損傷、毀損を禁止する。 

第 6条 居住している他の寮生に支障を与える行為を禁止する。 

第 7条 自転車は決められた場所に停めること。 

第 8条 寮内での喫煙を禁止する。外部での喫煙時、吸い殻は指定された場所に捨てるこ  

と。室内にたばこの灰を持ち込んだ場合、室内喫煙とみなす。建物の周り 

や屋根、他人の所有地に絶対に吸い殻を捨てないこと。 

第 9条 ゴミは必ず指定の方法で分別し、指定された場所・時間に捨てること。 

第 10 条 各寮に請求される光熱費（電気、ガス、水道代）は、寮生が責任を持って期日ま 

でに支払うこと。 

第 11 条 寮が属する自治会の規則をよく守り、挨拶を心がけ、行事に参加するなど近隣の 

住民との関係向上につとめること。 

 

第 5章 寮費 

第１条 寮費は必ず月末までに学校の事務室に納入すること。 

 

第６章 罰則 

第 1条 本寮則に違反した学生、学校の指導指示に従わない学生は停学とする。 

第２条 停学３回をもって退学とし、強制的に退寮を命ずる。 

第３条 強制退寮の場合、退寮勧告を受けてから 1 週間以内に退寮すること。その場合、 

寮費の返還はしない。 

第 4条 ギャンブル、暴行、窃盗、器物破損、風紀紊乱、大声で騒ぐ行為、デマの流布などの行為、寮の

指示不履行、家賃延滞などの規定違反行為は、退学に伴う強制退寮の対象となる。 

 

第７章 不可抗力的な中途退室事項 

第 1条 以下の場合は不可抗力的な中途退室事項であり、例外的に中途退室を認める。 

       直系の家族の死亡と緊急事項に起因する緊急帰国の場合、健康上の問題に起因する  

帰国の場合、その他緊急で帰国しなければならない事項による帰国の場合 

 

第８章 卒業等に伴う退室規定 

第 1条 退室日は必ず佐用日本語学校に報告すること。退室日は月末まで。 

第 2条 退室時は鍵の返却と荷物の搬出、光熱費の精算を行い、職員の立ち合い検査を受けること。 

第３条 退室時の基本的な清掃：床、窓枠の掃除/浴槽、トイレ、流し台の周辺の掃除やカビ除去、冷蔵   

庫の電源を抜いた後冷凍庫の氷除去と清掃、寝具類の処理、ゴミの処理 



 

Sayo Japanese Language School Dormitory Rules 
Effective from the April 2026 Term 

 
Chapter 1: General Rules 
These rules are established to ensure a comfortable and orderly shared living environment in 

the dormitory of Sayo Japanese Language School. All residents must follow these rules. Please 

remember that this building is rented for use as a dormitory, so it is important to follow the 

regulations listed below. 

 
Chapter 2: Facility Management 
1. All facilities and electronic appliances provided in the dormitory must not be moved outside. 

If any item is damaged, the resident must pay for the repair cost. 

2. If a resident damages doors, stairs, walls, windows, curtains, or other parts of the dormitory 

due to carelessness, the school will charge the appropriate repair cost. 

3. Any plumbing issues (toilets, sinks, etc.) that occur after moving in must be repaired at the 

residentʼs own expense. 

4. Personal belongings must be stored and managed at the residentʼs own responsibility. The 

school is not responsible for any loss or damage. 

5. Residents must keep their rooms clean. Shared areas such as kitchens, toilets, and washing 

machines must also be cleaned and maintained by residents on each floor. 

6. Residents are responsible for managing the room key provided by the school. If the key is 

lost or needs to be replaced, the resident must pay the actual cost. 

 

Chapter 3: Use of Rooms 
1. Room assignments are decided entirely by Sayo Japanese Language School. Residents may 

not change rooms on their own. 

2. Overnight stays by non-residents are prohibited. Exceptionally, close family members may 

stay overnight only if the school is notified in advance. Residents must also notify the school 

in advance when staying overnight outside the dormitory. 

3.  Entering a dormitory where residents of the opposite sex live is strictly prohibited. 

 
Chapter 4: Rules for Living Together 
To maintain order in the dormitory, residents must follow the rules below. 



1. Residents must keep noise to a minimum. After 9:00 p.m., close windows and avoid loud 

talking, TV noise, washing machine noise, and other sounds. (Please be especially careful, 

as noise complaints are often reported to the police in Japan.) 

2. Bringing dangerous items into the dormitory is prohibited. 

3. Graffiti and distributing illegal advertisements inside the dormitory are prohibited. 

4. Gambling, violence, theft, and other criminal acts will result in strict punishment. 

5. Moving, altering, or damaging dormitory facilities without permission is prohibited. 

6. Any behavior that disturbs other residents is prohibited. 

7. Bicycles must be parked only in designated areas. 

8. Smoking inside the dormitory is prohibited. When smoking outside, cigarette butts must be 

disposed of only in designated places. Bringing cigarette ash into the room will be considered 

indoor smoking. Never throw cigarette butts around the building, on the roof, or on someone 

elseʼs property. 

9. Garbage must be sorted according to local rules and disposed of at the designated place and 

time. 

10. Residents must pay utility fees (electricity, gas, water) by the deadline. 

11. Residents must follow the rules of the local community association, greet neighbors, and 

participate in events to maintain good relationships with the community. 

 

Chapter 5: Dormitory Fees 
1. Dormitory fees must be paid at the school office by the end of each month. 

 

Chapter 6: Penalties 
1. Students who violate these rules or do not follow school instructions will be suspended. 

2. Three suspensions will result in expulsion from the school and forced removal from the 

dormitory. 

3. In cases of forced removal, residents must leave the dormitory within one week after 

receiving the notice. Dormitory fees will not be refunded. 

4. Acts such as gambling, violence, theft, property damage, disturbing public morals, loud noise, 

spreading false rumors, ignoring dormitory instructions, or delaying rent payments may 

result in expulsion and forced removal. 

 

Chapter 7: Mid-term Withdrawal Due to Unavoidable Circumstances 
1. Mid-term withdrawal is allowed only in unavoidable cases such as: 



• Emergency return home due to the death or serious situation of an immediate family 

member 

• Return home due to health problems 

• Other urgent situations requiring immediate return home 

 

Chapter 8: Moving Out Due to Graduation 
1. Residents must report their move-out date to Sayo Japanese Language School. Move-out 

must be completed by the end of the month of contract expiration. 

2. When moving out, residents must return the key, remove all belongings, settle utility fees, 

and undergo a room inspection with a staff member. 

3. Required cleaning when moving out includes: 

• Cleaning floors and window frames 

• Cleaning the bathtub, toilet, and sink area, and removing mold 

• Unplugging the refrigerator, removing ice from the freezer, and cleaning inside 

• Disposing of bedding and all garbage 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ネパール語 

सायो जापानी भाषा िवद्यालय छात्रावास िनयमावली 
 

(२०२६ अिप्रल सत्रदे�ख लागू) 
 

अ�ाय १: सामा� िनयमहरू 

यी िनयमहरू सायो जापानी भाषा िवद्यालयको छात्रावासमा सुरिक्षत, शा� र �व��त सामूिहक जीवन सुिनि�त गनर् 

बनाइएका हुन्। 

सबै बसोबासकतार्ले यी िनयमहरू अिनवायर् रूपमा पालना गनुर्पछर् । 

यो भवन छात्रावासको रूपमा भाडामा िलइएको भएकाले, िनयम उ�ङ्घन गदार् ग�ीर सम�ा हुन सक्छ। 

 

अ�ाय २: सुिवधा �व�ापन 

1. छात्रावासमा उपल� गराइएका सबै सुिवधा तथा िवद्युतीय उपकरणहरू (ज�ै: िटभी, िफ्रज, एअर क��सनर 

आिद) बािहर लैजान पाइँदैन। 

 कुनै व�ु क्षितग्र� भएमा, ममर्त खचर् बसोबासकतार्ले ितनुर्पछर् ।  

2. बसोबासकतार्को लापरवाहीका कारण ढोका, भऱ् याङ, िभ�ाहरू, �ाल, पदार् वा अ� भागहरू क्षित भएमा, 

 स���त ममर्त खचर् बसोबासकतार्बाट असुल ग�रनेछ।  

3. बसोबास सुरु गरेपिछ दे�खने पाइपलाइन स��ी सम�ा (ज�ै: ट्वाइलेट, िसंक, पानी चुहावट आिद) 

 बसोबासकतार्ले आफ्नै खचर्मा ममर्त गनुर्पछर् ।  

4. ���गत सामान (ज�ै: नगद, मोबाइल, �ापटप आिद) 

 बसोबासकतार्ले आफ्नै िज�ेवारीमा राख्नुपछर् । 

 हराएमा वा क्षित भएमा िवद्यालय िज�ेवार हुने छैन।  

5. बसोबासकतार्ले आफ्नो कोठा दैिनक रूपमा सफा राख्नुपछर् । 

 भा�ा, ट्वाइलेट, वािशङ मेिसन ज�ा साझा �ानहरू पिन 

 प्र�ेक त�ाका बसोबासकतार्ले पालैपालो सफा र �व�ापन गनुर्पछर् ।  

6. िवद्यालयले उपल� गराएको कोठाको चाबीको �व�ापन बसोबासकतार्को िज�ेवारी हो। 

 चाबी हराएमा वा बदल्नुपरेमा वा�िवक खचर् बसोबासकतार्ले ितनुर्पछर् ।  

 

अ�ाय ३: कोठा प्रयोग 

1. कोठा तो�े अिधकार पूणर् रूपमा सायो जापानी भाषा िवद्यालयसँग हुन्छ। 

 बसोबासकतार्ले आफ्नै िनणर्यले कोठा प�रवतर्न गनर् पाइँदैन।  

2. बािहरी ���को रात बसाइ कडाइका साथ िनषेध छ। 

 अपवादका रूपमा, निजकका प�रवार सद�ले मात्र 

 िवद्यालयलाई अिग्रम जानकारी िदएपिछ ब� सक्छन्। 



 बसोबासकतार्ले छात्रावास बािहर रात ब�ुपरेमा पिन 

 िवद्यालयलाई अिनवायर् रूपमा अिग्रम जानकारी िदनुपछर् ।  

3. िवपरीत िलङ्गका बसोबासकतार्हरू रहेको छात्रावास के्षत्रमा प्रवेश कडाइका साथ िनषेध छ।  

 

अ�ाय ४: सामूिहक जीवनका िनयमहरू 

छात्रावासमा अनुशासन कायम रा�का लािग तलका िनयमहरू अिनवायर् रूपमा पालना गनुर्पछर् । 

1. आवाज सानो राख्नुपछर् । 

 िवशेष गरी राित ९ बजेपिछ �ाल ब� गनुर्पछर् । 

 ठूलो �रमा कुरा गनर्, िटभी ठूलो आवाजमा चलाउन, 

 वा वािशङ मेिसन प्रयोग गनर् नहुनेछ। 

 (िछमेकीहरूले प्रहरीमा उजुरी गनर् सक्छन्, �सैले िवशेष �ान िदनुहोस्।)  

2. खतरनाक व�ुहरू (ज�ै: �लनशील पदाथर्, हितयार आिद) छात्रावासमा �ाउन िनषेध छ।  

3. छात्रावासिभत्र िभ�ामा ले�े (ग्रािफटी) वा अवैध िवज्ञापन टाँ�े तथा िवतरण गन� कायर् िनषेध छ।  

4. जुवा, िहंसा, चोरी तथा अ� आपरािधक कायर्हरू 

 ग�ीर अपराध मािननेछ र कडा कारबाही ग�रनेछ।  

5. छात्रावासका सुिवधा तथा उपकरणहरू 

 अनुमित िबना सानर्, प�रवतर्न गनर् वा क्षित पुऱ् याउन पाइँदैन।  

6. अ� बसोबासकतार्लाई असुिवधा हुने कुनै पिन �वहार (ज�ै: ठूलो आवाज, दुगर्�, झगडा आिद) िनषेध छ।  

7. साइकल तोिकएको �ानमा मात्र राख्नुपछर् ।  

8. छात्रावासिभत्र धूम्रपान पूणर् रूपमा िनषेध छ। 

 बािहर धूम्रपान गदार् िसगरेटका टुक्राहरू (बट्टा) 

 तोिकएको �ानमा मात्र फाल्नुपछर् । 

 कोठािभत्र खरानी �ाएमा पिन िभत्र धूम्रपान गरेको मािननेछ। 

 भवन व�रप�र, छतमा वा अरूको ज�ामा फाल्न कडाइका साथ िनषेध छ।  

9. फोहोर अिनवायर् रूपमा छुट्याएर 

 (ज�ै: जल्ने, नजल्ने, �ा��क आिद) 

 तोिकएको �ान र समयमा मात्र फाल्नुपछर् ।  

10. िबजुली, �ास, पानी आिद युिटिलटी शु� 

 तोिकएको �ादिभत्र अिनवायर् रूपमा ितनुर्पछर् ।  

11. �ानीय समुदायका िनयमहरू पालना गनुर्पछर् । 

 िछमेकीलाई अिभवादन गनुर्पछर् , 

 र स�व भएस� �ानीय गितिविधमा सहभागी भई 

 राम्रो स�� कायम गनुर्पछर् ।  

 



अ�ाय ५: छात्रावास शु� 

1. छात्रावास शु� प्र�ेक मिहनाको अ�स� 

 िवद्यालयको कायार्लयमा अिनवायर् रूपमा ितनुर्पछर् ।  

 

अ�ाय ६: द� 

1. यी िनयमहरू उ�ङ्घन गन� वा िवद्यालयका िनद�शन नमा�े िवद्याथ�लाई िनल�न ग�रनेछ।  

2. तीन पटक िनल�न भएमा 

 िवद्यालयबाट िन�ासन तथा छात्रावासबाट जबरज�ी िन�ासन ग�रनेछ।  

3. जबरज�ी िन�ासनको अव�ामा, 

 सूचना प्रा� भएको िमितबाट १ ह�ािभत्र 

 छात्रावास छोड्नुपछर् । 

 यस अव�ामा छात्रावास शु� िफतार् ग�रने छैन।  

4. तलका कायर्हरू ग�ीर उ�ङ्घन मािननेछन् र 

 िन�ासन तथा जबरज�ी िन�ासनको कारण ब� सक्छन्: 

 ・जुवा 

 ・िहंसा 

 ・चोरी 

 ・स�ि� क्षित 

 ・सावर्जिनक नैितकता भंग गन� �वहार 

 ・ठूलो आवाजमा ह�ा गन� 

 ・झुटा अफवाह फैलाउने 

 ・छात्रावासका िनद�शन नमा�े 

 ・भाडा वा शु� िढला ितन�  

 

अ�ाय ७: अप�रहायर् कारणले बीचमै छात्रावास छोड्ने अव�ा 

1. तलका अव�ामा मात्र बीचमै छात्रावास छोड्न अनुमित िदइन्छ: 

 ・निजकका प�रवार सद�को मृ�ु वा ग�ीर अव�ाका कारण आपतकालीन �देश िफतार् 

 ・�ा� सम�ाका कारण �देश िफतार् 

 ・अ� अ�ाव�क कारणले तुरु� �देश फिकर् नुपन� अव�ा  

 

अ�ाय ८: �ातक वा सम्झौता समा��का कारण छात्रावास छोड्ने िनयम 

1. छात्रावास छोड्ने िमित िवद्यालयलाई अिनवायर् रूपमा जानकारी िदनुपछर् । 

 सम्झौता अविधको अ��म मिहनाको अ�स� कोठा खाली गनुर्पछर् ।  

2. छात्रावास छोड्दा: 



 ・कोठाको चाबी िफतार् गनुर्पछर्  

 ・सबै ���गत सामान हटाउनुपछर्  

 ・युिटिलटी शु�को अ��म िहसाब िमलाउनुपछर्  

 ・कमर्चारीसँग कोठा िनरीक्षण गराउनुपछर्   

3. छात्रावास छोड्दा अिनवायर् सरसफाइ: 

 ・भुइँ र �ालको फे्रम सफा गन� 

 ・बाथटब, ट्वाइलेट, िसंक व�रप�र सफा गन� र फफँूदी हटाउने 

 ・िफ्रजको �ग िनकालेर फ्रीजरको बरफ हटाई सफा गन� 

 ・ओ�ानका सामान तथा सबै फोहोर फाल्ने 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ミャンマー語 

ဆာယိ ုဂျပန်ဘာသာေကျာငး် အေဆာငစ်ညး်ကမ်း 
 

(၂၀၂၆ ခု�စှ် ဧ�ပီလမှ စတငအ်သံးုြပု) 

 

အခန်း ၁：အေထေွထ ွ

ဤစည်းကမ်းများသည် ဆာယိ ုဂျပနဘ်ာသာေကျာငး် အေဆာငတ်ွင ်

လံြုခံု၊ တည်�ငမ်ိ�ပီး စနစ်တကျ အတေူနထိငု�်ိငုရ်န ်ြပုလပ်ုထားသည်။ 

အေဆာငေ်နသူအားလံုး ဤစည်းကမ်းများကို မြဖစမ်ေန လိကု်နာရမည်။ 

ဤအေဆာက်အဦသည် အေဆာငအ်ြဖစ ်ငာှးရမ်းအသံုးြပုထားေသာေ�ကာင့ ်

စည်းကမ်းမလိကု်နာပါက ြပငး်ထနေ်သာ ြပဿနာများ ြဖစေ်ပါ် �ိငုသ်ည်။ 

 

အခန်း ၂：ပစ�ည်း�ငှ့ ်  

1. အေဆာငတ်ွင ်ေပးထားေသာ ပစ�ည်းများ�ငှ့ ်လျှပ်စစပ်စ�ည်းများ 

 (ဥပမာ − တီဗီ၊ ေရခဲေသတ� ာ၊ အယဲားကနွ)် ကိ ု

 အြပငသ်ို ့မယရူ။ 

 ပျက်စီးပါက ြပုြပငခ်ကိ ုကိယု်တိုင ်ေပးရမည်။  

2. မေတာ်တဆေ�ကာင့ ်

 တခံါး၊ ေလှကား၊ နရံံ၊ ြပတငး်ေပါက်၊ ကာတိန ်စသည် ပျက်စီးပါက 

 ြပုြပငခ်ကို ကိယု်တိုင ်ေပးရမည်။  

3. ဝင�်ပီးေနာက ်ြဖစေ်ပါ်ေသာ 

 ေရအမိ်၊ လကေ်ဆးကန၊် ေရပိကု ်ြပဿနာများကိ ု

 ကိယု်တိုင ်ကုနက်ျစရိတြ်ဖင့ ်ြပငဆ်ငရ်မည်။  

4. ကိုယပိ်ုငပ်စ�ည်းများ (ေင၊ွ ဖုနး်၊ ကွနပ်ျူတာ) ကိ ု

 ကိယု်တိုင ်ထနိး်သမိ်းရမည်။ 

 ေပျာက်ဆံုးပါက ေကျာငး်တာဝနမ်ယပူါ။  

5. ကိုယ့အ်ခနး်ကို ေနစ့ဉ် သန ့�ှ်ငး်စွာ ထနိး်သမိ်းရမည်။ 

 မီးဖိေုချာင၊် အမိ်သာ၊ ေလျှာ်စက ်စသည့ ်အများသံုးေနရာများကိုလည်း 

 တစ်ထပ်တည်းေနသမူျား အတတူက ွတာဝနယ်ူ သန ့�ှ်ငး်ရမည်။  

6. ေကျာငး်မေှပးထားေသာ ေသာက့ိ ုကိယုတ်ိုင ်ထနိး်သမိ်းရမည်။ 

 ေပျာကလ်ျှင ်သိုမ့ဟတု ်ေြပာငး်လဲရနလ်ိပုါက 

 ကုနက်ျစရိတက်ို ကိုယတ်ိုင ်ေပးရမည်။  

 

အခန်း ၃：အခန်းအသံးုြပုမ� 



1. အခနး်ခွဲေဝြခငး်ကို ေကျာငး်မသှာ ဆံုးြဖတသ်ည်။ 

 ကိယု်တိုင ်အခနး် မေြပာငး်�ိငု။်  

2. အြပငလ်မူျား အပ်ိမေနခွင့ ်မ�ိှ။ 

 မသိားစသုာ �ကိုတင ်ေကျာငး်သို ့အေ�ကာငး်�ကား�ပီးမှ အပ်ိ�ိငုသ်ည်။ 

 အြပငတ်ွင ်အပ်ိမည်ဆိုလည်း �ကိုတင ်အေ�ကာငး်�ကားရမည်။  

3. ဆန ့က်ျငလ်ိင ်အေဆာငသ်ို ့ဝငြ်ခငး်ကိ ု

 တငး်�ကပ်စွာ တားြမစထ်ားသည်။  

 

အခန်း ၄：အတေူနစည်းကမ်း 

1. အသကံို နည်းနည်းသာ ထားရမည်။ 

 ည ၉ နာရီေနာက်ပိုငး် 

 ြပတငး်ေပါက ်ပိတရ်မည်၊ 

 ေအာ်ဟစြ်ခငး်၊ တီဗအီသြံမင့ြ်ခငး်၊ 

 ေလျှာ်စက်အသံုးြပုြခငး် မြပုလပ်ုရ။ 

 (အမိန်းီချငး်များမ ှရဲသို ့တိငု�်ကား�ိငုသ်ည်)  

2. မီးေလာငလ်ယွ်ေသာ ပစ�ည်း၊ လက်နက် စသည့ ်

 အ��ရာယ်�ိှေသာ ပစ�ည်း မယူလာရ။  

3. နရံံေရးြခငး်၊ တရားမဝင ်ေ�ကာ်ြငာ တားြမစ။်  

4. ေလာငး်ကစား၊ အ�ကမ်းဖကမ်�၊ ခိုးမ� 

 → ြပငး်ထနစ်ွာ အေရးယမူည်။  

5. ခွင့မ်ြပုဘ ဲပစ�ည်းများကိ ု

 မေ�ွှ�ရ၊ မေြပာငး်လဲရ၊ မပျက်စီးေစရ။  

6. အြခားသူများကိ ုအေ�ာှင့အ်ယှက ်ြဖစ်ေစေသာ လပ်ုရပ်များ 

 (အသကံျယ်၊ အနံဆ့ိုး၊ ရနြ်ဖစ)် မလပ်ုရ။  

7. စကဘ်းီကိ ုသတမ်ှတေ်နရာတငွသ်ာ ထားရ။  

8. အေဆာငအ်တွငး် ေဆးလိပ် မေသာက်ရ။ 

 အြပငတ်ွင ်ေသာကပ်ါက 

 စီးကရက် အကျနက်ို သတမ်ှတေ်နရာတွငသ်ာ ပစ်ရ။ 

 အခနး်ထသဲို ့အမ�န ်(灰) ယလူာပါက 

 အခနး်တွငး် ေဆးလပ်ိအြဖစ ်တွကမ်ည်။ 

 အေဆာကအ်ဦပတ်လည်၊ အမိုး၊ အြခားသပိူုငေ်ြမတွင ်မပစ်ရ။  

9. အမ�ကိက်ိ ု

 မီး�� ိ � �ိငု၊် မ�� ိ � �ိငု၊် ပလတစ်တစ ်စသြဖင့ ်

 ခွဲြခား�ပီး သတ်မတှေ်နရာ၊ အချိနတ်ွငသ်ာ ပစ်ရ။  



10. လျှပ်စစ်၊ ေရ၊ ဂက်စေ်�ကးကိ ု

 အချိနမ် ီေပးရမည်။  

11. အနးီအနား လမူျား�ငှ့ ်

 ��တဆ်ကရ်မည်၊ 

 ေဒသဆိုငရ်ာ လ�ပ်�ှားမ�များတွင ်ပါဝငရ်န ်�ကိုးစားရမည်။  

 

အခန်း ၅：အေဆာငေ်�ကး 

လစဉ် အဆံုးတွင ်ေကျာငး်တငွ ်ေပးရမည်။ 

 

အခန်း ၆：ြပစ်ဒဏ် 

• စည်းကမ်းချိုးေဖာက် → နားေနရ  

• ၃ �ကိမ ်→ ေကျာငး်ထတု ်+ အေဆာငထ်တု်  

• ၁ ပတ်အတွငး် ထကွ်ရ  

• ေအာက်ပါများ → ချကခ်ျငး် ထတုပ်ယ�်ိငု ်

 ・ေလာငး်ကစား ・အ�ကမး်ဖကမ်� ・ခိုးမ� ・ပစ�ည်းပျကစ်ီးမ� ・ေအာ်ဟစ်ြခငး် 

 ・အမာှးသတငး် ြဖန ့ြ်ခငး် ・�ွှန�်ကားချက် မလိကု်နာြခငး် ・အခေ�ကးေင ွမေပးြခငး်  

 

အခန်း ၇：အေရးေပါ်ထကွခွ်ာမ� 

• မိသားစ ုအေရးေပါ်  

• ကျနး်မာေရး  

• အေရးေပါ် �ိငုင်ြံပနရ်မည့အ်ေြခအေန  

 

အခန်း ၈：ထကွခွ်ာချိန ်

• ထကွမ်ည့်ေနက့ိ ု�ကိုတင ်ေြပာရမည်  

• လကုနအ်ထ ိေနရမည်  

• ေသာြ့ပနေ်ပးရမည်  

• ပစ�ည်းများ ယူသွားရမည်  

• အခနး် စစ်ေဆးမ� လပ်ုရမည်  

• သန ့�ှ်ငး်ေရး 

 ・�ကမ်းြပင ် ・ြပတငး်ေပါက ် ・ေရချိုးခနး် ・ေရခေဲသတ� ာ ・အမ�ကိ ်

 

 

 

 



ベンガル語 

সােয়া জাপািনজ ল্যা�ুেয়জ �ুল ছা�াবাস িনয়মাবলী 
 

(এি�ল ২০২৬ েসশন েথেক কায র্কর) 

 

অধ্যায় ১: সাধারণ িনয়ম 

এই িনয়ম�েলা সােয়া জাপািনজ ল্যা�ুেয়জ �ুেলর ছা�াবােস 

িনরাপদ, শা� এবং সশু�ৃল েযৗথ জীবন িন��ত করার জন্য ৈতির করা হেয়েছ। 

সব বািস�ােক এই িনয়ম�েলা কেঠারভােব েমেন চলেত হেব। 

এই ভবন�ট ছা�াবাস িহেসেব ভাড়া েনওয়া হেয়েছ, তাই িনয়ম ভ� করেল ��তর সমস্যা হেত পাের। 

 

অধ্যায় ২: সুিবধা ব্যব�াপনা 

1. ছা�াবােস সরবরাহ করা সকল সুিবধা ও ৈবদু্যিতক য�পািত 

 (েযমন: �টিভ, ি�জ, এয়ার ক��শনার ইত্যািদ) বাইের েনওয়া যােব না। 

 েকােনা �জিনস �িত�� হেল, েমরামেতর খরচ বািস�ােকই বহন করেত হেব।  

2. অসাবধানতার কারেণ দরজা, িসঁিড়, েদয়াল, জানালা, পদর্া বা অন্যান্য অংশ �িত�� হেল, 

 �েয়াজনীয় েমরামেতর খরচ বািস�ার কাছ েথেক আদায় করা হেব।  

3. থাকার পর েদখা েদওয়া পাইপলাইন সমস্যা 

 (েযমন: টয়েলট, িস�, পািন িলক হওয়া ইত্যািদ) 

 িনজ খরেচ �ঠক করেত হেব।  

4. ব্য��গত �জিনসপ� (েযমন: টাকা, েমাবাইল েফান, ল্যাপটপ ইত্যািদ) 

 িনজ দািয়ে� সংর�ণ করেত হেব। 

 হািরেয় েগেল বা �িত�� হেল �ুল েকােনা দায় েনেব না।  

5. িনেজর ঘর �িতিদন পির�ার রাখেত হেব। 

 রা�াঘর, টয়েলট, ওয়ািশং েমিশেনর মেতা 

 সকল েশয়ার করা �ানও �িত�ট তলার বািস�ারা পালা�েম পির�ার ও ব্যব�াপনা করেব।  

6. �ুল েথেক েদওয়া �েমর চািব িনেজর দািয়ে� রাখেত হেব। 

 চািব হািরেয় েগেল বা পিরবতর্ন করেত হেল 

 বা�ব খরচ িনেজেকই বহন করেত হেব।  

 

অধ্যায় ৩: �ম ব্যবহার 

1. �ম বরাে�র স�ণূ র্ অিধকার সােয়া জাপািনজ ল্যা�ুেয়জ �ুেলর। 

 বািস�ারা িনেজর ই�ায় �ম পিরবতর্ন করেত পারেব না।  

2. বাইেরর েকােনা ব্য��র রাত যাপন কেঠারভােব িনিষ�। 



 তেব িনকট আ�ীয়রা �ধমুা� 

 �ুলেক আেগই জানােল থাকেত পারেব। 

 বািস�ারা যিদ ডরেমর বাইের রাত কাটায়, 

 তাহেলও আেগ �ুলেক জানােত হেব।  

3. িবপরীত িলে�র বািস�ােদর ছা�াবােস �েবশ কেঠারভােব িনিষ�।  

 

অধ্যায় ৪: একসােথ থাকার িনয়ম 

ছা�াবােসর শৃ�লা বজায় রাখেত িনেচর িনয়ম�েলা অবশ্যই মানেত হেব। 

শ� যতটা স�ব কম রাখেত হেব। 

1. রাত ৯টার পর িনেচর কাজ�েলা করা কেঠারভােব িনিষ� : 

 ・জানালা েখালা  (সবসময় ব� রাখেত হেব ) 

 ・েজাের কথা বলা 

 ・�টিভ বা িভিডও ইত্যািদ উ� শে� চালােনা 

 ・ওয়ািশং েমিশন ব্যবহার করা  

 (জাপােন �িতেবশীরা �ায়ই শে�র কারেণ পুিলেশ অিভেযাগ কের , তাই িবেশষ সতকর্ থাকুন। ) 

2. িবপ�নক �জিনস 

 (েযমন: দাহ্য পদাথ র্, অ� ইত্যািদ) ছা�াবােস আনা িনিষ�।  

3. ছা�াবােসর েভতের েদয়ােল েলখা (�ািফ�ট), 

 অৈবধ িব�াপন লাগােনা বা িবতরণ করা িনিষ�।  

4. জয়ুা, সিহংসতা, চ� ির এবং অন্যান্য অপরাধমূলক কাজ 

 ��তর অপরাধ িহেসেব গণ্য হেব এবং কেঠার শা�� েদওয়া হেব।  

5. অনমুিত ছাড়া ছা�াবােসর েকােনা �জিনস সরােনা, পিরবতর্ন করা বা �িত করা যােব না।  

6. অন্য বািস�ােদর অসুিবধা হয় এমন েকােনা আচরণ 

 (েযমন: উ� শ�, দুগ র্�, ঝগড়া ইত্যািদ) স�ণূ র্ িনিষ�।  

7. সাইেকল �ধমুা� িনধ র্ািরত �ােন রাখেত হেব।  

8. ছা�াবােসর েভতের ধূমপান স�ণূ র্ িনিষ�। 

 বাইের ধূমপান করেল িসগােরেটর বাট 

 �ধুমা� িনধ র্ািরত �ােন েফলেত হেব। 

 ঘেরর েভতের ছাই িনেয় এেল েস�টেকও ইনেডার ধমূপান িহেসেব ধরা হেব। 

 ভবেনর চারপােশ, ছােদ বা অেন্যর জিমেত েফলা কেঠারভােব িনিষ�।  

9. ময়লা অবশ্যই আলাদা কের 

 (েযমন: েপাড়ােনা যায়, েপাড়ােনা যায় না, �াি�ক ইত্যািদ) 

 িনধ র্ািরত সময় ও �ােন েফলেত হেব।  

10. িবদ্ুযৎ, গ্যাস, পািন ইত্যািদর িবল 



 িনধ র্ািরত সমেয়র মেধ্য অবশ্যই পিরেশাধ করেত হেব।  

11. �ানীয় কিমউিন�টর িনয়ম েমেন চলেত হেব। 

 �িতেবশীেদর অিভবাদন জানােত হেব, 

 এবং স�ব হেল �ানীয় কায র্�েম অংশ�হণ কের 

 ভােলা স�কর্ বজায় রাখেত হেব।  

 

অধ্যায় ৫: ছা�াবাস িফ 

1. ছা�াবােসর িফ �িত মােসর েশেষ 

 �ুল অিফেস অবশ্যই জমা িদেত হেব।  

 

অধ্যায় ৬: শা�� 

1. এই িনয়ম ভ� করেল বা �ুেলর িনেদর্শ না মানেল 

 ছা�েক সামিয়ক বরখা� (suspension) করা হেব।  

2. িতনবার সাসেপনশন হেল 

 �ুল েথেক বিহ�ার এবং ছা�াবাস েথেক েজারপবূ র্ক েবর কের েদওয়া হেব।  

3. েজারপূব র্ক েবর কের েদওয়ার ে�ে� 

 েনা�টশ পাওয়ার ১ স�ােহর মেধ্য 

 ছা�াবাস েছেড় েযেত হেব। 

 এই ে�ে� েকােনা িফ েফরত েদওয়া হেব না।  

4. িনেচর কাজ�েলা ��তর ল�ন িহেসেব গণ্য হেব এবং 

 বিহ�ার ও েজারপূব র্ক েবর কের েদওয়ার কারণ হেত পাের: 

 ・জয়ুা 

 ・সিহংসতা 

 ・চ� ির 

 ・স�ি�র �িত 

 ・সামা�জক ৈনিতকতা ভ� 

 ・উ� শে� হ�েগাল করা 

 ・িমথ্যা �জব ছড়ােনা 

 ・ছা�াবােসর িনেদর্শ অমান্য করা 

 ・ভাড়া বা িফ সময়মেতা না েদওয়া  

 

অধ্যায় ৭: অিনবায র্ কারেণ মাঝপেথ ছা�াবাস ত্যাগ 

1. �ধুমা� িনেচর ে�ে� মাঝপেথ ছা�াবাস ত্যােগর অনমুিত েদওয়া হেব: 

 ・িনকট আ�ীেয়র মতৃ� ্য বা ��তর অব�ার কারেণ জ�ির েদেশ েফরা 



 ・�া�্য সমস্যার কারেণ েদেশ েফরা 

 ・অন্যান্য জ�ির কারেণ �ত েদেশ িফরেত বাধ্য হওয়া  

 

অধ্যায় ৮: �াতক বা চ� �� েশেষ ছা�াবাস ত্যাগ 

1. ছা�াবাস ছাড়ার তািরখ অবশ্যই �ুলেক জানােত হেব। 

 চ� ��র েশষ মােসর েশষ িদন পয র্� �ম খািল করেত হেব।  

2. ছা�াবাস ছাড়ার সময়: 

 ・চািব েফরত িদেত হেব 

 ・সব ব্য��গত �জিনস সিরেয় িনেত হেব 

 ・ইউ�টিল�ট িবল স�ণূ র্ পিরেশাধ করেত হেব 

 ・�ােফর সােথ �ম পিরদশ র্ন করােত হেব  

3. ছা�াবাস ছাড়ার সময় আবিশ্যক পির�ার: 

 ・েমেঝ ও জানালার ে�ম পির�ার করা 

 ・বাথটাব, টয়েলট, িস� পির�ার করা এবং ছাচঁ (mold) অপসারণ 

 ・ি�েজর �াগ খুেল ি�জােরর বরফ সিরেয় পির�ার করা 

 ・িবছানার �জিনসপ� এবং সব ময়লা েফেল েদওয়া 

 


